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２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

支出に見合う効果は得られているか

計画に基づく適正な支出が行われているか

適切な金銭管理・
会計手続

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

指定管理者制度活用事業　評価シート

事業成果

効率的・効果的な
支出

8 3

（評価の理由）
○【利用者満足度】各事業で行う参加者に対するアンケート調査や、アルテリオ・シネマ会員の交流会での意見交換等により利用者満足度を把握し、
内容や開催時間などについての意見を取組に反映させ、満足度向上に努めている。
○【事業成果】平成21年度事業計画になかった公演を6本、ワークショップを3本行ったことにより、当初の事業目的を上回って達成することができた。

8

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映しているか

12 3

利用者満足度調査を適切に実施しているか

利用者満足度は向上しているか

事業実施による成果の測定が適切に行われているか

当初の事業目的を達成することができたか

平成２１年度

市民文化室長

市民・こども局市民文化室

着眼点

7.2

4 6.4

4.8

収
支
計
画
・
実
績

3

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

計画通りの収入が得られているか

3.6

6 3 3.6

6
収入増加のための具体的な取組が為されているか

施設名称

事業者名

指定期間

収入の確保

利用者満足度

利
用
者
満
足
度

平成21年度は50,640人の来場者があった（前年度46,529人）。

１　アルテリオ小劇場
　　　利用日数実績293日　１日３区分別利用率80.3％　公演等回数　140回　入場者数14,737人（前年度12,110人）
     主催事業（21事業　48公演）、共催事業（6事業　38公演）、提携事業（5事業　12公演）、青少年育成事業（3事
     業）、クリエイション・サポート事業（6団体）、貸館
２　アルテリオ映像館
　　  利用日数実績309日　１日３区分別利用率86.6％　上映等回数　1,473回　入場者数35,903人（前年度34,419人）
　　　上映事業（118作品1,424回上映）、トーク等事業（41回）、バリアフリー上映（17回）、共催・連携事業、貸館等
　　　アルテリオ・シネマ会員事業（平成22年3月31日現在　1,329人）
３　その他
  　 　１日３区分別利用率　楽屋79.3％　映像編集室19.1％　録音室29.0％、工房60.7％、研修室45.0％

１　21年度収入決算　232,157千円　（予算228,920千円）
　　内訳　事業収入40,850千円　利用料収入8,368千円　補助金等収入8,700千円　指定管理料収入166,819千円
          　その他収入7,420千円
２　21年度支出決算　241,446千円　（予算250,188千円）
　　内訳　芸術文化事業支出124,734千円　管理費支出等116,712千円
３　当期収支差額　△9,289千円
４　前期繰越額　21,268千円
５　次期繰越額　11,979千円

（仕様書にはない指定管理者によるサービス改善・向上の取組）
○　【カフェの実施】3階コラボレーションスペースの一角においてカフェを金・土・日曜の週3回営業し、地場産の野菜
を使ったメニューを提供するなどして好評を得た。また、若手アーティスト支援と連動してアーティストと交流する小さな
イベントを開くなど、カフェでのアートと地域の人々をつなぐことができた。
○　【ガイド制作】バリアフリー上映のため副音声ガイドをアートセンターで3本制作して上映し、視覚及び聴覚障害者
に映画を楽しんでもらう機会を提供できた。
○　【保育付き上映】2～5歳の子どもを預かる保育付き上映を8回行い、子育て中の人にゆっくり映画を楽しんでもらう
機会を提供できた。

サービス向上の取組

利用実績

収支実績



適正な人員配置

連絡・連携体制

再委託管理

担当者のスキル
アップ

2 3 1.2

コンプライアンス

職員の労働条件・
労働環境

環境負荷の軽減 2 3 1.2

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができたか）

公演等の自主事業企画が仕様書や事業計画等に基づいて適切に提供されたか

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明に必要な取組
が為されているか

9.6

新規及びリピーター確保に向けた付加サービスの取組が為されているか

適切なサービスの
提供

12 4

貸館事業について基本方針に基づいて適切に提供されたか

アートセンターの基本理念等に基づき、地域と連携したサービスが提供されたか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、スタッフのスキル
として浸透しているか

利用者の意見・要
望への対応

業務改善による
サービス向上

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されているか

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が行われてい
るか

2.4

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備されて
いるか

緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
し、定期的に情報交換等を行っているか

4

2.4

定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

3

4

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

6 4

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

（評価の理由）
【収入の確保】
○芸術文化事業収入は予算比105％増となっており、その他事業収入では、シネマ会員事業収入、物品販売収入増加への取組がなされている。
○【適切な金銭管理・会計手続】会計手続は会計事務所のアドバイスを受けながら適正に処理されている。金銭管理は適切なチェック体制により厳格
に管理している。

4.8

4.8

組
織
管
理
体
制

6 4

6

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制
が整備され、適切な運用が為されているか

4 3

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監視・
確認が為されているか

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となってい
るか（人員配置、マニュアル、訓練等）安全・安心への取

組

（評価の理由）
【適切なサービスの提供】指定管理者の創意工夫により、質・量とも充実した高いサービスを施設を利用するアーティストと観客に提供し、当初の事業
目的を上回って達成することができた。
具体例は以下のとおり。
○アーティストと指定管理者が協働して公演をつくり上げ、好評を博して山口県への巡回公演につながるなど、アートセンターから芸術文化の発信が
できた。（自主事業企画）
○小劇場及び映像館における子ども向けワークショップ（参加者人数はそれぞれ46人、278人）では、各々の分野で創造性が育まれ、アンケートには責
任感や自信がついたなどの声が多数寄せられた。（自主事業企画）
○舞台芸術の若手アーティストの育成を目的としたクリエイション・サポート事業では6団体を支援し、若手アーティストに対する稽古の場と公演の機会
の提供だけでなく、作品の企画をはじめ広報など公演終了までのプロセスを支援することで、若手アーティストの公演に関する企画力を高めることがで
きた。（自主事業企画）
○新作・名画・秀作の作品を中心に1日平均5回の上映を行うだけでなく、映画監督や映画評論家などによるトーク等事業を年41回開催したことで、映
画・映像芸術に対する理解を深めることができた。（自主事業企画）
○市民や各種団体からの企画提案を取り入れ、上映支援として「コミュニティ上映」を4本実施することにより、地域社会で多様な映画が上映される場所
としてのアートセンターをアピールできた。（地域との連携）
○新百合ヶ丘駅周辺の文化芸術施設が協働して開催する芸術イベント「アルテリッカ・しんゆり」に主催者の一員として参加し、地域と連携した芸術の
まちづくりを推進した。（地域との連携）
○カフェ営業、保育付き上映（8回）、ホームページでのチケット販売（小劇場の主催等公演チケット）を実施し、利用者のサービス向上が図られた。（利
用促進）
○シネマニュース、シアターマガジン、チラシ等の各種媒体を、市内公共施設、町内会、新聞折込、劇場・映画館、大学、各事業の主なターゲット層等
へ適宜配布し、入場者数の増加につなげた。ホームページをリニューアルし、ホームページを活用した広報を積極的に行うことで、利便性と認知度を
向上させた。シネマニュースやシアターマガジンに舞台・映像芸術に関する情報を掲載することで、アートセンターに来場していない市民に情報提供
を行うことに加え、芸術文化に対する理解を深めることができた。市政だより麻生区版を活用し、情報発信の充実を図った。（情報提供）
○アルテリオ・シネマ会員事業（1,329人。前年実績より72人増加）や各種割引制度を実施し、新規・リピーターの確保が図られた。（付加サービス）
【業務改善によるサービス向上】
○週1回運営会議を開催し、スタッフの間で業務改善が必要な場合に現状把握、改善策の検討を行い、サービス向上につなげた。
○業務改善の例
　・積極的に報道関係機関に情報提供を行い、各新聞の文化面や地方面、ミニコミ紙に記事が掲載されたことで、認知度向上につながった。
　・映像編集室・録音室の利用率向上のため、利用促進のためのポスターを作成し、利用率向上につなげた。
【利用者の意見・要望への対応】
○「アートセンターが目立たない」という声に対し、正面2階入り口部分の「アルテリオ小劇場・アルテリオ映像館」の懸垂幕の周縁にＬＥＤ光源による照
明装置を設置し、ライトアップとともにイメージアップにも寄与し、来館者に対するサービス向上につながった。
○参加者に対するアンケート調査をほぼ全自主事業で実施し、意見・要望の収集に努めた。また、映像館ではリクエスト・アンコール上映作品の募集
を平成21年12月から開始し、利用者ニーズを反映させる取組がなされている。

4.8



施設・設備の保守
管理

管理記録の整備・
保管

清掃業務

警備業務

外構・植栽管理

備品管理

４．総合評価

67.6 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

　川崎市アートセンターは、芸術文化の創造、発信及び交流を促進するとともに、芸術文化の鑑賞の機会を提供し、もって市民の芸術文化の発
展に寄与することを目的として設置した芸術文化施設である。運営方針は、第１に「新しい芸術文化を創り発信する（創る）」こと、第２に「芸術文
化の担い手を育てる（育てる）」こと、第３に「市民が質の高い芸術文化を楽しむ（楽しむ）」こと、第４に「ネットワーク型アートセンターコアとして芸
術のまちづくりをリードする（ネットワークする）」こと、第５に「効果的・効率的運営をして、持続させる（効果的運営）」ことであることを踏まえ、管理
運営状況について検証する。
 
　第１の（創る）については、作品の企画・制作過程からアーティストと指定管理者が協働で事業を行う取組がみられ、アートセンターから新しい
芸術文化の創造・発信ができた。
　第２の（育てる）については、青少年育成事業として子どもたちとアーティストがつくる舞台「Be A Clown!」が実施され、未来を担う青少年が舞
台芸術に親しみ豊かな感性を育むための取組がなされた。新聞にも取り上げられ、公演はほぼ満席となった。アーティストの育成については、
クリエイション・サポート事業を行い、選考された6団体が劇場で作品作りに取り組んだ。この取組が注目され、各新聞の文化面等で取り上げら
れたことにより、全国に向けてアートセンターの芸術文化活動の発信をすることができた。
　第３の（楽しむ）については、小劇場では、市内外を問わず人々が気軽に芸術文化に親しみ、アーティスト等との交流を深められるように、ス
タッフの独創的なプログラム展開（先進的な公演、様々なワークショップ）による事業が実践された。映像館では、シネマコンプレックスでは上映
機会の少ない新作・名画・秀作を基本として、1日平均5回上映した。また、市民と映画監督等のアーティストや映画評論家等との交流、及び市
民が映画・映像芸術に対する理解を深めることを目的に、トーク等事業を41回実施した。多くの良質な映画・映像プログラムを提供したことによ
り、芸術文化の発信ができた。新聞にアートセンターで上映される作品等について取り上げられ、記事が掲載された。
　第４の（ネットワークする）については、「KAWASAKIしんゆり映画祭」や「アルテリッカ・しんゆり」と連携を図った。円滑で効果的な運営と地域と
の連携を図る意見交換の場としてアートセンター運営協議会を開催した。「しんゆり・芸術のまちづくり」フォーラムと連携し、広報面での連携を
行った。
　第５の（効果的運営）については、サービスの利用促進への取組、付加サービスの取組等により、自主財源の増加も図られるなど、一層の経営
努力が見られた。

　以上のことから、平成21年度は、順調に指定管理業務を実施することができたと考える。

（評価の理由）
○【連絡・連携体制】週1回、アートセンター職員、所管課職員等が参加して運営会議を行い、各事業の進捗状況・結果の報告、業務改善の検討など
を行い、アートセンター内及び所管課との連絡・連携が十分に図れた。定期的会議のほか、必要に応じて随時打合せを重ねている。会議の内容は所
管課で文書・口頭で報告し、情報の共有化を図った。
○【担当者のスキルアップ】スタッフが講座や研修に参加し、業務知識の習得やスキルアップに努めた。
○【安全・安心への取組】事故・災害発生時の対応マニュアルを作成し職員の役割分担等を明確にした。消防訓練を年2回実施し、災害が発生したと
きの行動要領を所内で確認した。
○【コンプライアンス】個人情報保護、その他の関係法令等の遵守のルールについて管理・監督体制が整備され、適切な運用がなされた。
○【環境負荷の軽減】環境負荷軽減型商品の調達を行い、また、電気・水道などのエネルギー使用量の削減に努め、環境に配慮した業務実施に努め
た。

10.8

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切に
実施しているか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を維
持しているか

18 3
施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役立っ
ているか

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われている
か

適
正
な
業
務
実
施

○事業内容のバランスを取り、芸術文化にかかわる市民の多様なニーズに応え、より多くの市民を惹きつける事業及びアーティストの育成につ
ながるような事業を展開すること。
○芸術性が高く、話題性があり、集客力のある事業運営を展開することにより、施設の認知度を上げるよう努めるとともに、入場者数、入場料の
確保にも留意すること。
○地域との連携や各種メディアの活用により効果的な広報を行うことともに、アートセンター周辺や市内の芸術文化情報の収集に努め、積極的
に提供する「情報受発信事業」の充実を図ること。
○利用者満足度調査や貸館利用者調査等のモニタリング強化を図り、事業成果につなげること。
○その他、運営上の新たな課題については、速やかに解決に取り組むこと。

　開館後数年は施設の評価が定まる大事な期間である。平成２２年度も、アートセンター職員全員が常に共通の認識と視点を持ち、運営方針及
び事業計画に沿い、安定した収入の確保とサービスの向上に努めながら取り組むこと。

評価点合計 Ｃ

（評価の理由）
○清掃業務、警備業務、植栽管理等の施設・設備の保守管理業務については専門業者に再委託することで適正に実施されており、備品管理につい
ても、基本協定に基づき適切に管理されている。


